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富山県立山におけるハイマツ，ハッコウダゴヨウ，ゴヨウマツの球果の形成について
1本のシュートにつく球果の数を観察した結果を
Fig7に示した。ハイマツでは1本のシュートにつく
球果の数が2個以上の割合は，受粉後（まだ受精して
いない）の8月～10月では65～60％であった。6月の
受精後の球果では，1本のシュートにつく球果の数か
2個以上の割合は約30％で，受粉直後の割合の半分に
なっていた。これは11月～6月までの約8カ月間，球
果が積雪下に置かれるために物理的な原因で，数が減
少するのではないかと考えられた。8月には1本のシュー
トにつく球果の数が2個以上の割合が10％以下となっ
ている。これはホシガラスによって球果がもぎ取られ
ることと，自然落下が原因ではないかと考えられる。
ハッコウダゴヨウでは，受粉後の8月～10月では1
本のシュートに2個以上ついている球果の割合は60～
65％とあまり変化は見られなかった。受精後の球果は，
6月から9月にかけて2個以上つく場合が減少する傾
向が見られた。この現象はハッコウダゴヨウが湿原に
生育しているために風を遮るものが無く，台風などの
強風の影響を直接受けるためと考えられる。さらに球
果の成熟に伴って，球果を切り離す離層形成が行われ
るために自然落下が促進されると考えられる。
ゴヨウマツでは受粉直後の7月には，1本のシュー
トに2～5個の球果をつけている場合が80％以上であっ
たが，10月には約50％までに減少する傾向が見られた。
そして，受精後の球果では6月から8月まで2個以上
の球果をつけているシュートの割合は約50％と受粉後
の球果とほぼ同じであった。しかし，9月には80％近
くが1本のシュートに1個しかつけていなかった。こ
のように8月から9月にかけて2個以上の球果がつく
割合が減少する原因の1つは，強風による球果の落下
であると考えられる。その理由は8月～9月の台風な
どによる強風が吹いた翌日に，落下した球果が多く観
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察されることからである。球果が枝先の高い位置につ
くため，強風により枝先が他の樹木の枝や幹とぶつか
り球果がもぎ取られた可能性が示唆される。1本のシュー
トにつく球果が多いほど，もぎ取られる可能性は高い
と考えられるので，1本のシュートにつく球果の数が
2個以上の場合が減少したと考えられる。落下しなかっ
た球果は種子を散布した後も，枝についていた。
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